
令和６年 1月吉日
（公社）愛知建築士会

各委員会委員長

各支部支部長

(公社)愛知建築士会 会長 濱田 修

建築展委員会テーマ催事部会 部会長 尾崎貴志

建築総合展セミナー・講習会の企画(案)募集について

建築展委員会テーマ催事部会からのお願いです。

令和６年度第５３回建築総合展において特設ステージ及び会議室で開催しますセミナー・講習会について企

画(案)を募集します。ぜひご企画・開催いただきますようお願い申し上げます。各委員会、支部に於かれま
しては、現段階の企画のご予定を教えていただけますと幸いです。次年度開催の為、現在企画段階でも大丈

夫です。下記の欄にご記入くださいますようお願いします。ご不明な点は部会長尾崎までご連絡ください。

日時 ： 令和６年６月２７日（木） １０：００～１７：００ ＊時間帯の詳細はガイドブックを

２８日（金） １０：００～１６：００ 参考にしてください。

場所 ： ウインク愛知 8階（特設ステージ）、9階（大会議室９０１・９０２）

概要 ： １．特設ステージ利用の場合 （各日、3枠）収容人数２００名
・会場費は建築展委員会が負担します

・参加費は無料とします

・講師料は原則企画側で負担してください

２．会議室利用の場合 （各日、5枠程）収容人数各室１２０名
・会場費は建築展委員会が負担します

・参加費は有料、無料どちらでも開催可能です

・講師料は企画側で負担してください

※ 尚、セミナー・講習会のプログラムはテーマ催事部会で調整させていただきますので

ご了承くださいますようお願いいたします。原則は先着順です。

※ 企画(案)は令和 6年２月２８日（水）までにご提出ください。
提出先 （有）オザキ創建 尾崎貴志

Mail : ndnxc6fr@gmail.com
携帯 ：080-5126-3899
FAX ：0566-48-5181

■企画案

委員会名、支部名 ：

講習会名 ：

講師名 ：

講師料（講師謝礼・交通費） ：

希望日時 ：

会 場 ： 特設ステージ or 会議室９０１ or 会議室９０２

備考 ：
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200席

建築士会控室

受付

環境都市実現のための木造化・木質化推進あいち協議会

中日ビル
模型

ステップ
ソリューション 大日本木材防腐

日本化学産業

アド・ループ

福井コンピュータ
アーキテクトイオグランツ

アクティブ
システム

日建コンサルティング新都工業 四国化成工業

愛知県農林基盤局
林務部林務課

太啓建設

助太刀

フルハシＥＰＯ 加藤設計

アイシーリンク
ライフ
ファクトリー
NEO

空 テス・ライティング エス・
ビルドシステム

エスワイ
システム

愛知県
浄化槽協会

愛知建築士会・
相談コーナー

学生企画コーナー
建築展８F出展者
パンフレット
コーナー

第５１回建築総合展ＮＡＧＯＹＡ　８Ｆ小間配置図
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特設ステージ
2023年は第５２回
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 第５３回 建築総合展ＮＡＧＯＹＡテーマ 「ひろがる」 趣意書 

 お陰様で去年の建築総合展、建築⼠デーは盛況のうちに閉幕することができました。 
 この数年の建築総合展は、コロナ禍や名古屋駅への会場移転と、イレギュラーな状態が続く 

 中での開催であったと思います。 
 にもかかわらず、昨年はアフターコロナが気になる中、ケンテン+建築⼠デーの復活、名駅開 

 催により、⼀体感を実感できるイベントとなりました。 

 運営委員会⼀同、改めてお礼申し上げます。 

 今回、平常時の中で開催される建築総合展は新たなスタートを切る回でもあると思います。 
 ５０数年に渡り続いてきた建築総合展が、この⼈⼝減少の時代において、どのような形に変化 
 し、魅⼒を持ち続けれるのか？ 

 引き続き皆で議論、活動を進めていかなければなりません。 

 今年、愛知建築⼠会は新たな⼊会種別（学⽣会員、ファミリー会員）を設けました。 
 若い世代の⼊会を促進するこの変化は、新しい仲間に⾨⼾を広げ、時代と共に建築⼠会も変 

 わりゆく姿勢の表れであると思います。 

 今年のケンテンテーマは、「ひろがる」とさせていただきました。  

 本会の変化と結びつくテーマとすることで、建築総合展のみならず、これからの愛知建築⼠ 
 会の活動を皆で⼀緒に考えて⾏ければとの期待を込めています。 

 会って（2022年）つながった（2023年）ケンテンが、これからどうやって、ひろがるのか？ 
  あるいは、何が、ひろがるのか？ 

 いくつもの正解がある時代、個々の「ひろがる」を思い、愛知建築⼠会、建築総合展に、ご 
 期待ご⽀援いただければと存じます。 

 今年度も開催に向け 運営委員会⼀同尽⼒してゆきます。 
 ⼠会会員皆様のご協⼒よろしくお願い申し上げます。 

 (ポスターの作成イメージについて) 
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